
し
て
は
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
男

鹿
・
潟
上
・
南
秋
医
師
会
、
湖
東
厚
生
病

院
、千
葉
内
科
医
院
、湖
東
快
晴
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
生
活
や
健
康
な
ど
安
全
・
安
心
を
守

る
こ
と
を
第
一
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

熊
・
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る

被
害
防
止
対
策
に
万
全
を
期
す

今
年
の
熊
の
出
没
・
目
撃
情
報
は
、 

９

月
２
日
現
在
、
35
件
で
、
捕
獲
数
は
15
頭

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
同
期
と
比

べ
、
出
没
・
目
撃
情
報
は
４
件
の
減
、
捕

獲
数
は
３
頭
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出

没
箇
所
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
民

家
へ
の
接
近
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
広
報
な
ど

を
通
じ
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
出
没
が
多
い
地
点

へ
は
、
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
収
穫
前
の
稲
な
ど
の
農
作

物
被
害
が
報
告
さ
れ
、
現
在
、
馬
場
目
地

区
へ
「
く
く
り
罠
」
を
設
置
し
、
捕
獲
を

試
み
て
お
り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
、
口
元

に
あ
る
牙
が
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
遭

遇
さ
れ
た
場
合
は
、
背
中
を
向
け
ず
に
落

ち
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
を
離
れ
る

な
ど
の
対
応
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
予
想
さ
れ
ま
す
熊
お
よ
び
イ
ノ

シ
シ
の
出
没
に
つ
い
て
は
、
地
元
猟
友
会

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
警
戒
に
あ
た
っ
て

お
り
、
被
害
防
止
の
た
め
万
全
を
期
し
ま

す
。

地
域
図
書
室
「
わ
ー
く
る
」
は

延
べ
３
、８
５
５
人
が
利
用

本
年
４
月
に
開
設
し
た
地
域
図
書
室

「
わ
ー
く
る
」
は
、 

８
月
24
日
現
在
で
利

用
者
数
３
、８
５
５
人
、
貸
出
冊
数
４
、０

３
６
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
読
み
聞
か
せ
や
お
す
す
め
本
の

ポ
ッ
プ
作
成
、
新
着
図
書
の
紹
介
、
季
節

や
行
事
に
合
わ
せ
た
企
画
コ
ー
ナ
ー
の
展

示
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
外
部
講
師
に
よ

る
講
演
会
の
開
催
、
夏
休
み
期
間
中
に
は

五
城
目
小
学
校
と
連
携
し
、
小
学
校
図
書

室
お
す
す
め
絵
本
の
展
示
も
行
っ
て
い
ま

す
。

館
ノ
下
遺
跡
の
本
発
掘
調
査
を

浦
横
町
大
堰
西
地
内
で
実
施

館
ノ
下
遺
跡
本
発
掘
調
査
は
、
高
岳 

地
区
圃
場
整
備
事
業
の
実
施
に
伴
い
、 

遺

跡
の
試
掘
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
本

発
掘
調
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の

で
、
７
月
12
日
か
ら
浦
横
町
大
堰
西
地
内

で
行
っ
て
お
り
、
現
在
順
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。

本
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
石
器
や
平

安
時
代
の
焼
き
物
等
が
多
数
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
遺
跡
の
発
掘
現
場
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
、
わ
ら
し
べ
塾
で
見
学
会

を
企
画
し
、
五
城
目
小
学
校
児
童
22
人
が

発
掘
現
場
を
見
学
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

９
月
９
日
に
は
一
般
向
け
の
遺
跡
見
学
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

９月６日から17日までの日程で開催された９月議会定例会。
22の案件が全会一致で原案通り可決・認定・同意・報告済みとされました。

令和３年第３回町議会定例会が、９月６日から17日まで
の日程で開催され、「令和２年度一般会計決算」や「令和
３年度一般会計補正予算」、「町過疎地域持続的発展計画の
策定」、「人権擁護委員の推薦」など22の案件が、全会一致
で原案通り可決・認定・同意・報告済みとされました。
今月号では、定例会初日に行われた渡邉町長の行政報告
を抜粋して紹介します。

町
長
行
政
報
告

秋
田
ホ
ー
セ
２
工
場
の
閉
鎖
に
伴
う

再
就
職
の
支
援
に
努
め
る

秋
田
ホ
ー
セ
株
式
会
社
本
社
工
場
と
大

川
工
場
は
、
７
月
20
日
を
も
っ
て
閉
鎖
さ

れ
、
こ
の
閉
鎖
に
伴
う
離
職
者
に
対
し
て

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
秋
田
労
働
局
、
県
、

金
融
機
関
、
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
、

関
係
市
町
村
が
連
携
し
、
大
量
離
職
者
対

策
部
会
を
設
置
し
、
そ
の
対
策
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

離
職
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、
両

工
場
で
離
職
前
説
明
会
と
就
職
活
動
支
援

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、離
職
さ
れ
た
後
、

速
や
か
に
雇
用
保
険
、
国
民
年
金
、
国
民

健
康
保
険
な
ど
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
支
援
に
よ
り
、
９
名
の
方
は

既
に
再
就
職
が
決
ま
り
、
就
業
さ
れ
て
い

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
秋
田
か
ら
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

９
月
22
日
に
は
広
域
五
城
目
体
育
館
を

会
場
に
、
県
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秋
田
、
秋

田
銀
行
、
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
と
当

町
の
共
催
に
よ
る
、
秋
田
ホ
ー
セ
社
の
町

内
２
工
場
を
離
職
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し

た
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
本
社
工
場
跡
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工

場
の
設
備
を
利
用
し
、
９
月
10
日
か
ら
新

た
な
事
業
所
が
操
業
を
開
始
し
、
こ
の
た

び
離
職
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
22
名
の
方
が

縫
製
業
を
続
け
ら
れ
ま
す
。

閉
鎖
し
た
工
場
を
離
職
さ
れ
る
方
に
対

し
て
は
、
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
再
就
職
の
支
援
を
行
い
、
ま
た
、

引
き
続
き
、
県
な
ど
と
連
携
し
て
企
業
の

誘
致
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

１
回
目
の
接
種
率
は
81
㌫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
状
況
は
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は

８
月
21
日
時
点
で
対
象
者
４
、
２
５
２
人

の
う
ち
、
３
、７
７
６
人
が
接
種
済
み
で
、

接
種
率
は
88
㌫
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
７
月
27
日
か
ら
は
65
歳
以
上
の

未
接
種
者
に
加
え
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
、
学
校
関
係
者
の
方
な
ど
を
優
先
し
な

が
ら
、
12
歳
以
上
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
、
９
月
５
日
ま
で
の
町
全
体
で

は
対
象
者
８
、２
５
１
人
の
う
ち
６
、６
８

７
人
が
１
回
目
接
種
を
終
え
て
お
り
、
接

種
率
は
81
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
配
さ

れ
た
ワ
ク
チ
ン
供
給
に
つ
い
て
は
、
計
画

通
り
に
供
給
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
集
団

接
種
は
10
月
末
、
個
別
接
種
は
11
月
中
の

完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

未
だ
収
束
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
と

９月９日、浦横町大堰西地内で一般向けの
遺跡見学会を実施しました。

本年６月以降に生じた町政の動きなどを説明す
る渡邉町長

02KOHO GOJOME No.1047 2021.10.103 広報「ごじょうめ」1047号　令和3年10月1日

町議会９月定例会で
可決・認定・同意された主な議案
◆火葬場改修工事の請負契約の締結
本年度着手した火葬場の改修工事について、８月５日に
行った指名競争入札での落札業者の三和興業株式会社（男
鹿市）との契約締結が承認されました。契約金額は４億
2,460万円です。

◆令和２年度一般会計歳入歳出決算
歳入84億5,503万円、歳出81億5,047万円の決算を認定
しました。４〜５㌻をご覧ください。

◆令和２年度各特別会計決算
６つの特別会計の決算を認定しました。

◆令和２年度水道事業会計決算
水道事業会計の決算を認定しました。

◆人権擁護委員候補者の推薦
令和３年12月31日で任期満了となる人権擁護委員の猿田
秀樹さん（64歳・岩野）を、再び推薦することに同意を得
ました。


